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Abstract: This paper showed load-drift angle relationship, crack pattern at final stage of tests and ratio of flexural displacement to 

total one.  

 

1111....はじめにはじめにはじめにはじめに    

本編では荷重－部材角関係，各パラメータの比較，

破壊過程および最終破壊状況，曲げ変形成分の抽出の

結果を示す． 

 

2.2.2.2.実験実験実験実験結果結果結果結果    

2.12.12.12.1 荷重－部材角関係荷重－部材角関係荷重－部材角関係荷重－部材角関係    

最大荷重と靭性最大荷重と靭性最大荷重と靭性最大荷重と靭性 Fig. 1 は各試験体の荷重－部材角関

係を示したものである．これらの図より以下のことが

指摘できる． 

1) せん断補強筋比をパラメータとした S-1(0.4%), 

S-2(0.6%), S-3(1.2%)試験体は，せん断補強筋比の上昇

に従い耐力，靭性とも上昇している． 

2) 緊張力レベルをパラメータとした S-2(35%), 

S-4(17.5%)試験体は，最大荷重は 8%ほど耐力低下が見

られたものの，靭性は若干向上している．比較的大き

な変化が見られなかった． 

3) 軸力比が S-2(1/6)から引張軸力を受ける S-5(1/15)

になると，最大荷重は 15%ほど低下するが，靭性はか

なり向上し，部材角 4%に達しても大きな耐力低下が見

られていない． 

4) 曲げ破壊先行型の B シリーズ試験体は，軸力がパ

ラメータとなっており，耐力変化が大きく見られた．

また， B-1,B-3 試験体は目地部分にひび割れが集中し，

耐力低下を起こした． 

履歴ループの形状履歴ループの形状履歴ループの形状履歴ループの形状 いずれの試験体も部材角 1/150

までの変位の振幅では S 字型ループを描いており，

部材角 2/150～3/150 の振幅では紡錘型，その後顕著

な耐力低下を示さなかった S-3, S-5 試験体は部材角

4/150 以降に逆 S 字型ループを描いている． 
 

Fig. 1 Load-Drift relationship 
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2.2 破壊過程及び最終破壊状況破壊過程及び最終破壊状況破壊過程及び最終破壊状況破壊過程及び最終破壊状況 

S，B 両シリーズの最終破壊図を Fig. 2 に示す． 

S-1, S-2, S-3 は，部材角 1/300 で目地部分に初期ひび

割れ発生．(S-4, S-5 は部材角 1/600 で発生)  

S シリーズ全ての試験体が，部材角 1/150 でせん断ひび

割れが発生した．S-5 を除く各試験体は，部材角 2/150

で最大荷重に達した．(S-5 は 3/150 で最大) その後，S-1

試験体は対角線方向にひび割れが入り脆性的に耐力低

下した．S-2, S-3 はせん断ひび割れが進行し，S-2 はせ

ん断圧縮破壊し，S-3 は端部における圧壊による耐力低

下．S-4, S-5 はその後ひび割れが大きく開き，S-4 はせ

ん断圧縮破壊し，S-5 はせん断引張破壊し耐力低下した． 

 B シリーズ試験体は全試験体で部材角 1/600 で初期

ひび割れが発生し，部材角 1/150 で曲げせん断ひび割

れが発生した．最大荷重は 3 体とも部材角 3/150 で達

しており，その後 B-1 は，部材角 6/150 までひび割れ

が入ることなく目地端部が開いていき，このサイクル

で耐力低下を起こした． B-2 は，部材角 8/150 まで試

験体全体にひび割れが入っていき，このサイクルで耐

力低下を起こした． B-3 は，部材角 8/150 までひび割

れが入ることなく目地端部が開いていき，耐力低下を

起こした．この時完全な逆 S 字型ループを描いており，

多少の耐力を保持できると考え押し切ったところ，目

地部分が完全に開き，最終的には PC 鋼棒が破断した． 

 

2. 3 曲げ変形成分の抽出曲げ変形成分の抽出曲げ変形成分の抽出曲げ変形成分の抽出 

 Fig. 3 は，全変形に占める曲げ変形成分の割合と部材

角の関係を S シリーズ，B シリーズ別に示したもので

ある．S シリーズ各試験体は，部材角が大きくなるに

つれて曲げ変形成分が小さくなっている．これに対し

て，B シリーズ各試験体は，層間変形による全変形の

うち，8 割以上を曲げ変形が占めている． 

  

3.  まとめまとめまとめまとめ 

1) せん断補強筋，軸力をパラメータにした試験体は，

耐力に大幅な変化がみられた． 

2) 全ての試験体において，初期ひび割れが目地部分

で発生した． 

3) B シリーズでは全変形に占める曲げ変形成分が，8

割以上であった． 
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Fig. 2 The last destructive situation 
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Fig. 3 Modification ingredient 
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